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原 田 奈 名 子
(教育学科教授)
1.は じめに
　筆者 は,「 か らだの教 育 の検討 　一 か らだの
気づ きをめ ぐるダ ンサー のための ボデ ィワー ク
(原 田1997)」 以 降,「 か らだの使い方」 に関す
る研 究 を発 表 して きた0本 稿 は,「 東 西 の身体
諸技 法 の展開(2006a)」 お よび 「身体技 法 とは
何 か(2007)」 の 内容 を踏 まえ,語 義 につ い て
補追す る もので ある。具体 的 には,ボ デ ィワー
クの語 義につ いて,そ れ を軸 に身体技 法 とソマ
ティクス(somaties)と を対 照 して再検討 す る。
　そ も,語 義 にこだわ った研 究 の発端 は,自 ら
の研究 を英語 で発 表す る際に 「か らだ」 を どう
訳 す る か に 発 す る。 結 局,"Karada(The
Whole　 Self)"と 表 した(原 田1996)讃 。 この
問題意識 が,雑 誌 や一般書物 だ けでな く,専 門
誌 におけ る語 の適切 な使用 に対 して敏 感 にさせ
た。本研 究 は,身 体技法,ボ デ ィワー クや これ
らと同 じように用 い られ てい るソマテ ィック ・
プラクテ ィス(somatic　 practice),ボ デ ィゥ ェ
イズ(bodyways)ら にお け る適切 な語 の使用
に資す る ことを 目的 とす る。
　以 下,既 発表 の語義 も踏 まえ述べ て ゆ くこ と
にす る。 まず,bodyの 訳 の 問題 に絡 んで 日本
語表記 につ いて確 認 してお きたい。
2.「karada」 とい う語の文掌表記について
　ボデ ィ(Body)と 「karada　Gヨ本語の音声





らに漢字 か ら 「仮名(か な)」 を創 りだ し,現
在 の 「漢 字 ・仮名混 じ り」 の 日本 語がで きて き
た。
　 大和 言葉 で は,「 人 間や動物 の頭 か ら足 まで
の総体」 を 「karada」 とい う。 この 「karada」
を漢 字 の 「体(taiま た はkarada)」 で記 した
場合,そ れ は,体 重,体 調,体 型の ように 「心
魂」 や 「精神」 を除い た 「物体 」や 「生体(生
物体)」 と してのrkarada」 を意味す る。 これ
は,英 語のbodyに 相 当す る。
　 これに対 して,大 和言葉 には,生 物や人 問の
内実 を意 味す る 「み(mi)」 とい う概念 もあ り,
「身」 「実」 「味」等 の漢字 があ て られ て きた。
この うち 「身」 は,人 間の内実であ る生命,肉,
心,社 会的立場,人 格 な どを意味す る。そ して,
この 「身」 と 「体」 を合 わせ た 「身体」(shintai
ただ し意 味か らkaradaと"あ て よみ"す る こ
ともあ る)は,人 間の諸 内実 を伴 った 「karada」
を意 味す る。 英語 にはこれに相当す る語が ない。
　 また,「 体」 に 「肉」(niku)を 合わせ て 「肉
体 」(nikutai)と もい う。 「肉体」 には,心 や
社 会的立場 や人格の意 味は無 く,生 物体 として
のkarada,ま たは生(食 ・性 な ど)の 衝動 や
欲望 を もつkaradaを 意味す る。
　 この よ うに,Bodyに 対応す る漢字は,「 体 」
で あ り,bodyに は大 和 言葉 の 「karada」 や
「身」 が もつ意味が 含 まれ ない(原 田2006a)。
　 この英語 と日本語 の語 義のズ レ,つ ま り文化
観の ヅ レを認識 しない とき,訳 語 が一 入歩 きを
する こ とにな る。
　 この こ とが,後 述す る 「身体 技法 」 や 「ボ
デ ィワー ク」 とい う用語の適切 な使用 にお いて
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も問われ るこ とになる。
3.身 体 技法
　 身体技 法 とは.モ ー スM.(Marcel　 Nlauss
172-1.950)が1936年 に文化 に規制 され る動 き
の ことをtechnique　 de　Corpsと 名づ け,「 動 き
方」 の研究 の重要性 を世 に問 うた(寒 川1998)
こ とに始 まる。英語で は,フ ラ ンス語 の直訳 で
あ るtechnique　 of　the　Body,あ る いはbody
teehniquesと 表 記 され る。 日本語 で は,由 口
ら(1976)に よって,「 身体技 法」 と訳 され た。
techniqueが 「技術 」 と訳 されず に,「 技 法 」
と訳 された。 それ は,techniqueの 語源 となっ
てい るギ リシ ャ語 「テク ネ(techne)」 の訳 語
が,ア ー トの 語 源 で あ る ラ テ ン語 「ア ル ス
(art)」 であ るこ とか ら も明 らか な ように,「 身
体技 法」 とい うものが,ア ー トとテ クニ ークの
両面 をもち,自 然(物 質世 界)と 社 会(生 活 世
界)の 双方 に開かれ た性格 をもつ ものだか らで
ある。
　 そ の定義 は,「 人間が それ ぞれ の社 会 で伝 統
的 な態様で,そ の身体 を用 い る仕方 」で あ り,
「歩 き振 り」「すわ り方」 「食事 の と り方 」「休 息
の と り方」 な ど,入 間がそれぞれ の社 会 で伝 統
的に継承 して きた身体 の用い方で あ り,特 定の
「社 会,教 育,世 間の しきた り,流 行,威 光 と
と もに変化 す る」 もの と捉 える(山 口 と有 地
1976)。 モー スは,「 身体技 法 を 『全 体的社 会的
現象』 と捉 え,解 剖学 的 ・生理学 的視 点,心 理
学 的視点,社 会学的視 点の三重 の視 点か ら 『動
き方』 の研 究 の重 要性 を世 に 問 うた の で あ る
(野村1983)」 。 ボアズF.(Frans　 Boas　 1845-
1942)の 「運動 習慣(motor　 habits)」 に類 似
す るが,し か し,身 体技 法の ほ うが よ り全体 的
社 会現象 として捉 えている。
　具 体 的 にい う と,「 身体 技法 」 とは,あ る社
会 や 民俗 に特 有 の 「日常 生 活 の 中の 姿勢 や 動
作 」 を指す 。 た とえば,「 正座 」 や 「脆 座(爪
先 を立て た正座)」 な どの座 り方 や 「す り足 」
「ナ ンバ 」 とい われ る歩 き方 は 日本の 身体技 法
であ る。 そ して これが,そ の社 会で生 み出 され
た運 動競技 や芸能等 の中に 「身体 の使 い方」の
技法 となって流れている。
　 これに対 して 「身体文化」 とは,最 も広い意
味での身体に関する生活や労働や娯楽の様式。
健康法や美容法などの風俗や習俗の総体を指す。
具体的にいうと,日 本でいえば履物の脱 ぎ履 き
などの日常行為から,中 国でいえば太極拳や気
功などが含まれる。
　箸 を例に,身 体文化 と身体技法について述べ
よう。中国も韓国も日本 と同じように箸を用い
る。が,し か し,形 状が異 なる。 日本の箸は




身体技法が異なる。 日本には,道 具 としては未
完だが身体技法を用いることによって道具が道
具 と して機能す るという 「一器多用の身体文
化」註2がある。包丁,日 本刀,大 工道具等の道
具 も同じく,道 具に道具 としての機能を発揮 さ
せ るには,「 一器多用 という身体文化」に 「規
制 された動 き方」すなわち,身 体技法を学ばな
ければならない。
　太極拳や気功な どを 「東洋の身体技法」 と
いった時,そ れは,「 東洋 という身体文化」が








4.ボ デ ィワー ク(bodyw◎rk)の 語義
4.壌 　 語の起源
　ボ デ ィワー クとい う語 の起源 は定 かで はない
(原 田2006a)。1970年 代 に生 まれた ようであ る。
X1960年 代 以降 のア メ リカにおい て,既 成の価
値 観 を 問 い 直 そ う とい う,い わ ゆ る カ ウ ン
ター ・カルチ ャーの動 向の中 で,人 間の潜在 的
能 力 や可 能性 を模 索 す る積 極 的 な運動 であ る
ヒ ュ ー マ ン ・ポ テ ン シ ャ ル ・ム ー ヴ メ ン ト
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(Human　 Potential　 Movement)が 興 隆 した。
そ の流 れの なかで,1970年 代 初期 以降 に入 って
造 語 され た よ うで あ る(グ ラバ ア1991)。 」
「1970年 代 後半 頃 に瞑想 の指 導者 やセ ラ ピス ト
の 問で使 われていた よ うであ る(中 川1992)。 」
「当時 は主 に,瞑 想 に適 した ボデ ィの コ ンデ ィ
シ ョンのた めの体 操の ようなものを指 していた
らしい。 ボデ ィワー クが 言 語 的 コ ミュ ニ ケー
シ ョンだ けでな く身体 の運 動 を活用 して心理状
態 を安 定 させ る ことに寄与 していた ら しい(中
ネ寸1992)。 」
　 1990年 に情報 誌 「フ ィリ」が 定期 刊行 された。
定期刊 行 の 目的は,ニ ューエ イジ ・ムー ブメ ン
ト,精 神世界,ト ラ ンスパー ソナル心理学 に関
す る ワー クシ ョップや セ ミナ この リアル タイ ム
な情 報の発信 であ った。1992年 に 「ボ デ ィワー
ク ・セ ラピー 　か らだ とこころのバ ラ ンス をた
もつ36の 方法 」が 出版 され た。1995年 には フィ
リ(Fili)別 冊 保存 版 「癒 しと気づ きの ワー ク
ショップ」 が発 売 になった。 この カタログ本 は
増刷 を重 ねた。96,97年 にはその カタログ に掲
載 され た もの を体験 で きるフェステ ィバ ルが開
催 され た。 そ して,99年 には第4版 が 出版 され
た。 その約10年 後2002年 に終 刊 し,Webサ
イ トの展 開に移行 した。
　専 門誌 では,1998年 に 日本体 育学会編 集 「体
育 の科学」 に 「ボデ ィワー クの世界」が特 集 さ
れた。
　 これ らか ら,日 本 にお け る90年 代 中盤 の興 隆
を うかが うこ とがで きる。





義 している。「古 より人間のか らだに備わって
いる治療系をうまく働かせ る方法,特 に,身 体
の自然性 を回復 させ る代替療法(alternative




山口は,代 替療法,治 療 に傾いた解釈をしてい
る。加えて,ボ デ ィワークを身体技法の一部と
捉 えている。








図1　 1992年 出版 図2　 1995年 出版 図3　 ..;年 出 版
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の見解 は どうで あろ うか。
【日本 ボ デ ィ ワー ク振 興 協 会(ボ デ ィ ワー ク
ジ ャパ ン)の 定 　1
　心 と体 の精神 の調和 を図 り,自 己 に対す る気
づ きを深 め るため に(目 的),特 定 の身体動 作
または,手 技 に よって体 に直接 また は聞接 的 に
働 きか け(手 段),個 入セ ッシ ョン,ま たは グ
ループセ ッシ ョンのいず れかの方法(形 態)で
行 われ るヘ ルスケアーの一環 として体系化 され
た もの,と 定義 す る。
　 日本 ボデ ィワー ク振興協会 は鎌 田麻莉 が創始
した。彼 女 は,1990年 に米 国 カル フ ォルニ ア州
の エサ レン研 究所 にお いて,(R)ボ デ ィワー
ク資格 認 定 コー スの トレー ニ ング(マ ッサ ー
ジ)を 受 け資格 認定 され た。2年 後 に帰国 し,
1998年,日 本 においい てエサ レ ン ・ボデ ィワー
ク養 成 に力 を注 ぐようになる。1999年,ボ デ ィ
ワー クジャパ ンを開始 し,資 格認定 コー スを主
催す るようにな る。
　 この こ とが 影 響 して,日 本 にお け る ボデ ィ
ワー クの意 味が,マ ッサー ジを主体 とす る手技
に傾 くこ とに成 っていった と思 われ る。
4.2.2　 米 国の この分 野の文献 に見 る語義
　 「Job's　Body」 の著者Deane　 Juhan(1987)は,
「私 は,一 般 的 で多様 な操 作 的セ ラ ピー よ りも
む しろ 鎮ボデ ィワーク』 とい う ター ムを好 んで
用 い る(lwm　 use　the　term"bodvuTork"to
prefer　 generally　 to　a　wide　 variety　 of
manipulative　 therapies)」 と述べ,技 術 に富ん
だ接 触(skillful　 touch>と して ボデ ィワー ク と
い うターム を用 いている。彼 もまたエサ レン研
究所 にて学 んで いる。
　 1990年 代 半 ばには異な った見解 が示 され る。
1996年 に,ボ デ ィ ワー ク に 関す る 百 科 事 典
rThe　 Encyclopedia　 of　Bodywork　 from
Acupressure　 to　Zone　Therapy」 が 出版 され た。
それ には,紀 元前3000年 か ら今 日までの ざっ と
300種 類が掲載 され ている(後 述 の表2参 照)。
著者Elaine　 Stillermanは,　 r私 は,ボ デ ィワー
ク とい うター ムについて,以 下の全 て,す なわ
ち,手 技(hands-on　 therapres),動 きの再教育
システム(movement　 reeducation　 system.,心
理的 な技 法(psychological　 tiechniques),形 而
上 学 の 抽 象 的 で 生 命 力 に あ ふ れ た 方 法
(metaphysical　 and　energetic　 modaliiies)を 含
む もの として ひろ く捉 え,そ して.身 体 ・ここ
ろ ・精神 ・感情(body/mind/Sprit/emotion)
はひ とつ であ ると認識 してい る」 と自著 を紹介
す る。
　 同 じく1996年,Mirka　 Knasterが 「身体 の知
の発 見Discoverl簸g　 the　Body's　 wisdom」 を出
版 した。 この本 は 「痛 み を和 らげ,ス トレスを
軽滅 し。健康 と魂 の成長 と内 なる平和 を促進 す
る とい う心身 プラクテ ィス よ りも,も っと包括
的な ガイ ド」で ある と表紙上 に述べ る註3。 しか
し,カ ス ター は,ボ デ ィワーク とい う語 を用 い
ず に,「 ボデ ィウェイ ズbodyways」 とい う語
を創 出 した(lcreated　 the　term　bodyv～・ays)◎
なぜ,ボ デ ィウェ イズ とい う語 を創 出 したかで
あ る 。 「身 体 と い う 場 で の 実 践(body
practice)の フ ィー ル ドにはた くさんの呼 び名
があ る。 ある実践 家 はボデ ィワー クに従事 す る。
それ は,セ ラ ピー とみ るこ ともで きる。 はた ま
た,ソ マ テ ィ ック教 育(somatic　 educati◎n),
ム ー ヴ メ ン ト ・ア ワ ェ ア ネ ス(mavement
awareneSS),構造 的 統 合(structural
Integration),感情 の 統 合(emotional
Integration)と もい え よう。」 セ ラ ピーや 教育
がそれ ぞれ別に実践の カテ ゴリーを持 ち,互 い
に区別 される性格 で あ るか ら」 「この分野 の全
て を手 中にするため」 に 「私 はwayを 選 んだ」
とい う。wayに は もともと通 り道(pathway)
や過 程(process)と い うニ ュ ア ンスが あ るか
らと述べ る。 しか しなが ら,身 体 ・こころ ・感
情 ・精神(bady/mind/emotion/sprit)をひ と
つ の もの として焦点 をあてて いる点は,ボ デ ィ
ワー ク を使 用す る百科 事典 の著者Stillerman
と認識 を同 じくしてい る。
　 これ らに先 ん じて ダンス界 では1883年8月,
ダ ンス ・マ ガ ジ ン(Dance　 Magaziner)が ボ
デ ィ ・セ ラ ピ ー とモ ダ ン ダ ンサ ー(body
therapy　 and　the　modern　 dancer)と い う特 集
を した。 ここに もボデ ィワーク とい う語 は用 い
られてい ない。 この特集 は,　 ./年 の2月 か ら
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7月 までの下記 に示 す各領域 の説明 とそのパ イ
オニ アにイ ンタビュー した6回 シリーズを一一冊
に再掲載 した ものであ る。 その理 由は,多 くの
人が再掲 を求め たこ と,加 えて,こ の3年 間で
ダンサ ーをめ ぐる状 況が変化 した こと もあ ると
い う。 と りあげ られたの は,イ ルマ ガー ド ・バ
ター ニ フ ・フ ァ ン ダ メ ン タル(lrmagard
Bartenieffs　 fundarnentals),ア レクサ ンダー ・
テ クニ ー ク(The　 Alexander　 Technique),
フ ェ ル デ ン ク ラ イ ス ・メ ソ ッ ド(The
Feldenkrais　 method),イ デ オ キ ネ シ ス
(ldeokinesis)で ある。1991年,ダ ンス領域 か
ら,ボ デ ィワー クに関連 した論考 「ダ ンス につ
い ての科学 とダ ンス の概 観(An　 Overview　 of
the　Science　 and　Somatics　 of　Dance)」 が発表
され た(Martha　 Eddy　 1991)。 エ デ ィは 「ソマ
テ ィクスは,一 般 にな じみ がない用語 であ るが,
この分 野は以下 の ような様 々な名前 を持 つ」 と
して以 下の名称 を挙げた。 ボデ ィ ・セ ラピー,
ボ デ ィ ワー ク,手 技,身 心 原理(body-m三nd
disciplines),心 身 統 合(wind-body
Integration),動 きの セ ラ ピー(movement
iherapy),ソ マテ ィ ック ・セ ラピー,ム ー ヴ
メン ト ・アウェ アネス,運 動教育(movement
education),そ して他 に も。 「これ らの 区別 を
め ぐって多 くの専 門化 が議論 して きたが,こ れ
らの様 態 は,ア レ クサ ン ダー ・テ クニ ー ク,
フェルデ ンクライス ・メソ ッ ド,ロ ル フィ ング
(Rolfing),セ ンサ リー ・ア ウェア ネス,イ デ
オ キネ シス,ボ デ ィ/マ イ ン ド ・セ ン タリング
(Body-Mi負d　 Ce蟹ering),バ ー タニ フ ・フ ァ ン
ダメ ンタルス,ト レガー ス ・メ ンタステ ィクス
(Trager's　 Mentas℃ics),ソ マ テ イ ック ・セ ラ
ピー,ヘ ラー ワー ク(Keller　 work)他 を含 む
すべ てを包含 した。 これ らの多 くの分野 にお い
て～つ だけ シェアーで きたのが完全 な シス テム
と しての"ソ ーマ(soma)"に 対す る理解 で
あ った」 と,ソ ーマで包摂 で きる と述べ る。つ
ま り,ボ デ ィワー クとい う語 はソマテ ィクスに
包括 され る語 である とい う位 置づ けであ る。
　 ソマテ ィクス とい う語 も,ボ デ ィワー ク同様




5.ソ ーマ とソマテ ィクス
5.1　 ソーマ とは
　 ソマ テ ィクス は,ハ ナT.(Thomas　 Hanna
1928-199Q)が 「Bodies　in　Revolt(1970)」 の
著・書の中で初 めて 「ソーマJと い う語 を用 い,
その後,研 究機 関誌 「ソマ テ ィクス(Somatics:
Magazine-Journal　 of　the　Bodily　 Arts　 and
Sciences,1976)」 を発行 した こ とには じまる。
ギ リシ ャ語の 「身体 」 に由来す る語 「ソー マ」
に,新 た な意味 を付加 したのである。 ソーマ は,
一言 で い えば,「 生 きて働 いてい る全 体 と して
の 身体(the　 livi鍛g　body　 as　its　wholeness)」 で
あ る。 「人間 は,ソ ーマ と して,自 ら気 づ き,
感 じ,動 き変 化 して い け る存 在 で あ る(as
Sama,　 one　is　a　seif　awareness,　 self-sensinb,
seif-moving,　 seif-dranging　 arganism)」 とい う。
彼 は,ソ ーマ を以 下の ようにボデ ィと区別 して,
身体 の捉 え方 を提 案 した(☆ 原田訳2001)。
☆ ホ リステ ィックに捉 える
　 「こころ(wind)で も,体(body)で もない,
これ ら二つ よ りもはるか に包括 的な何 か,そ れ
が 『ソーマ』 であ る。それ は,全 体 的で.有 機
的 なエ ネルギーの システ ムであ り.膜 によって
取 り囲 まれて お り,『 精神 的(mental　 で あ
る とと もに,『 肉体 的(physical)』 で もあ る多
くの相 互分節 された機 能 によって構 成 され てい
る。」(Hannal973,　 Th.e　Project　of　Somatology)
☆生 きた過程 と しての機能 的な存在 と して捉 え
　 る
　 「生 きてい る有 機体 は ソーマで あ る。 す なわ
ち,そ れ は進化 して きた過去 や未来へ の適応 か
ら分離 され得 ない統合 された要索の総体 を成す
秩 序 だ った 『過 程(process)』 と して あ る。
ソーマ は時 間を通 じて継続 的に適応す る過程 で
の各個 人 の統合 であ り,生 きてい る限 りソーマ
と して存在す る。それ は死 に至 るときソーマで
ある ことをやめて一つ の肉体(abody)と な る。
ソーマ,す なわ ちすべ ての種 の有機体 は消耗
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補充 と復元 の過程 におけ る恒常 的な統合 の機能
であ る。」(Hannal976,　 The　Field　of　Somatics)
☆経験(experience)と して捉 える
　「本質 的 に経験 であ る。 ソーマ は 『こ ころ』
で もな く,そ れ を持 つので もない。 また,ソ ー
マ は 『精 神(spirit)」 や 『魂(soul)』 で もな
し、○」　(Han難a1986,　 Vorhat　is　Somatics?)
☆人称知 覚 と して捉 える
　「入 間が外 側か ら観 察 され る とき,す なわ ち
第3入 称 の視 点 か ら観 察 され る と,人 間 の ボ
デ ィの現 象が知 覚 され る。 しか し,同 じ人 闘が
その 入 自身の 固有のセ ンスであ る第1人 称 の視
点か ら観察 され るとき,異 なった現象 が知覚 さ
れ る。 そ れ が ソー マ で あ る」(Hanna1986,
～Vha之is　Soma?s?)
以下 に対 照 して示す。
　Body:第3入 称 の視 点か ら観 察 され る計測
　　　 　 され,分 析 され る対象
　Sonia:第1人 称 の視 点か ら観 察 され る一 元
　　　 　 的尺度 で計 測分析不 能な対象
　 この ように,従 来の ボデ ィにはない身体 の捉
え方 を示 したのであ る。
5.2　 ソマテ ィクス とは
　以 上の よ うに,ハ ナは,ソ ーマ は過 程 である。
だか ら,「 ソーマ を理解 す るこ とは,人 生 をい
か に生 きるか を理 解 す る過 程 で あ る(Hanna
1983,The　 Body　 of　Life>。」)と 捉 え る。 そ して,
そ の ような存 在 と しての人間 を研究 す る学 問領
域 として,ソ マ ティクス を次の よ うに定義 した。
ソマテ ィクス とは 「全体 的 な存在,つ ま り,ソ
マテ ィ ック分野 を形成 す ると考 え られ る気 づ き
(awareness),生物 的 機 能(biolagical
functioning),環 境(environment)　 とい う三
つ の要素 間の内的 な相 互関係の アー トとサ イエ
ンス」 で ある。 「ソマ テ ィ ック現 象,つ ま り,
自身 によって内側か ら経験 される人 間存在 を研
究 す る領 域 で あ る(Hannal986,　 What　 is
Somatics?)。 」 ソマ テ ィックな研 究,す なわ ち,
そ れは.「 自分 自身の 内的制 御 のた めの気 づ き
と自己知覚の科学」 であ り,そ の方 向性 は 「生







マテ イック ・プ ラクテ イスあるいは.ボ デ ィ
ゥェイズという語を用いる。ボディワークの語
が持つ傾向,す なわち,ソ マティックな視点を
無視 したりあるいは軽視 した りして,身 体を物



















　 1,伝 統的なマ ッサージと今 日的なセラピー





　 5.東 洋的な文化観に基づ くエナジー ・ワー
　 皇
　 6.他 のアジア生 まれで,ア メリカに渡って
　　発展 したエネルギーシステム
　 7.体 と精神が出会う一点に集中 したシステ
　　ム
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表1各 ボデ ィワーク技法の目的と狙い(江 頭1992)
受動的 リラ クセ イ ション

















O 0 0 0 0 O 0 0 0
● 0 O ● 0 0 ● 0 0
0 0 ● 0 O 0 0 ● ●





註1.◎ 印は主 目的,● 印は主目的 と同程度に重要なねらいを表す。
註2.「 正 しいか らだの使い方」は動作法的な表現をすれば 「適切な努力の仕方」である。
　　江頭幸晴(1992):一 般ボディワー クと臨床動作,現 代のエスプリ別冊 「健康 とスポーツの臨
　　床動作」p.43
嚢鯵のワーク耀鋤劇
エネルギー的手法…主に気 などによって体 に働 きかける方向性
物理的手法　　　…主に物理的力を体に作用させる方向性

















指 圧,鍼 治療,按 摩,導 引,太 極拳,瞑 想法
アーユ ル ヴェー ダ医学,ヨ ガ
呼吸セラピー
催眠療法
カイロプ ラクテ ィックや種 々のマ ッサー ジ
ピ ラ テ ス メ ソ ッ ド,セ ンサ リ リ ー ・ア ウ ェ ア ネ ス
ラバ ンの運動分析 の システム,ア レキサ ンダー ・テ クニー ク,ト レガー
指圧が米国に紹介 される
バ ー タ ニ フ ・フ ァ ン ダ メ ン タ ル ス ,ロ ル フ ィ ン グ
ダ ン ス ・セ ラ ピ イ,フ ェ ル デ ン ク ラ イ ス ・メ ソ ッ ド,BMC,ハ ナ の ソ マ テ イ
ツ ク ・ メ ソ ッ ド,PNFス ト レ ッチ.新 体 道
クラニ オセ イクラム ・セ ラ ピー,操 体
表3　 Bodywaysに つ い てMirka　 knasterの 分 類(原 田 作 製)
1.Traditional　 Massage&Contemporary　The p
2.3.4.Westerll　 Somatic　 Approacll西 洋 的 な ソ マ テ ィ ッ ク ・ア プ ロ ー チ
2　 　Structure　 　智孝ナ査
Rolfing(Structure　 Integration)
　 　 　 ロ ル フ ィ ン グ 構 造 的 統 合
Aston-Patterning
　 　 　ア ス ト ン ・パ タ ー ニ ン グ
Hellerwork　 ヘ ラ ー ・ワ ー ク
1Vlyofascial　 Release
　 　 　 　 　 　 　 　 筋 膜 リ リ ー ス
3　 　Fしinction　 機 能.
The　 Alexander　 Technique
ア レ ク サ ン ダ ー ・テ ク ニ ー ク
Sensory　 Awareness
　 　セ ン サ リ ー ・ア ウ ェ ア ネ ス
The　 Feldenkrais　 method
　 フ ェ ル デ ン ク ラ イス ・メ ソ ッ ド
Hanna　 Somatic　 Education
　 　 　 ハ ナ の ソ マ テ ィ ッ ク 教 育
Body-Mind　 Centering　 (BMC)
ボ デ ィ ・マ イ ン ド ・セ ン タ リ ン ク
4　 Western　 Movemellt　 Art
　 　 　 ム ー ヴ メ ン ト ・ア ー ト
Laban-Bartenieff　 fundamental
ラヴァン ・バータニフ ・ファンダメンタル
Ideokinesis　 イ デ オ キ ネ シ ス
The　 Pilates
　 　 　 　 ピ ラ テ ィ ス ・メ ソ ッ ド
Contact　 Improvisation
　 コン タク ト ・イ ンプ ロビゼー シ ョン
Continuum　 コ ン テ ィ ナ ム ン
Kinetic　 Awareness
　キ ネ テ ィ ッ ク ・ア ウ ェ ア ネ ス
Dance　 Therapy
　 　 　 　 　 　 ダ ン ス ・セ ラ ピ ー
Authentic　 Movement
オ ー セ ンテ ィ ッ ク ・ム ー ヴ メ ン ト
Skinner　 Releasing　 Technique
ス キ ナ ー ・リ リー ス ・テ ク ニ ー ク
5.Eastern　 Somatic　 Approach　 東 洋 的 な ソ マ テ ィ ッ ク ・ア プ ロ ー チ
　 ・Chinese　 中 　 国 　 中 国 マ ッ サ ー ジ,　 Chi　 Kung気 功,　 Tai　 Chi　 Chun太 極 拳,　 Do-in導 引
　 ・India　 　 イ ン ド　 Ayurvedaア ー ユ ル ・ベ ー ダ,　 Yogaヨ ガ,　 Meditation瞑 想
　 ・Japan　 　 日　 本 　 按 摩.指 圧
6.Other　 Energetic　 System...From　 Asia　 to　America
　 ・Traditional　 Thai　 Massage　 タ イ式 マ ッ サ ー ジ 　 　 　・Lomilomiロ ミ ロ ミ
　 ・Renexology(Zone　 Therapy)　 リ フ レ ク ソ ロ ジ イ　 ・Reiki霊 気
7.Convergence　 Systems(Where　Body　 and　 Psyche　 Meet)




強まった り,は たまた.地 域や年代等の無機的
な面が表れるかである。一方,ボ デ ィウェイズ
はwayの 字が示す ように,方 法の側面か ら分








によれば,「workは 活動であ り,そ れはか ら
だかこころかが何かを作 り出すか,あ るいは何
らかの結果を得 るためにすること」 とある。さ
らに,ボ デ ィには日本語で言うところの 「身」
の概念もないところから,ボ デ ィワークという
語 には,言 語的には 「身体 という場です るこ
と」以上の意味はないと見てよいだろう。 しか




た時点においては,ボ デ ィワークはマ ッサージ
を中心にした手技だったようだが,心 身の捉 え
直 しの気運の中にあってボデ ィワー クにソマ
ティックな側面を重ねて用いるようになって も
不思議はない。
　語の創出は70年 代後半であるが,技 法 として
挙げられるもののほとんどがそれ以前に創出さ
れたものである。70年 代に興隆した身心の捉え
直 しの立場か ら見れば,そ れ らもまたボデ ィ
ワーク,あ るいはボディウェイズ,ソ マテ ィッ
ク ・プラクティスと位置づけたことがわかる。





りな く 「体」にも 「身」にも用いられるように,
日本文化が総 じて相対的であることに由来 しよ























に,「文化に規制された動 き」,す なわち,日 本
の身体技法と言える。
　一方,上 記4名 の創始者は,共 通して技法と
ともに身体観そのものを再見直 し吟味 し,そ し
て両者を探求 したのである。この立場から見た
とき,こ れ らの技法 はソマティック ・プラク
ティス,ボ デ ィウェイズ以外の何者で もない。
　つ まり重層構造にあるこれらに対 し,ど の位
置か ら見るか,そ の立ち位置次第で異なってみ
えると言うことができる。
　 ヨガ,気 功,太 極拳などのアジア生 まれのこ
れ らもその地域の身体技法であ りつつ,行 う人












技法(野 口裕之命名1974～),操 体法(橋 本敬
7.3　 まとめ
　さて,最 後に個々の○○,○ ○法,○ ○ メ
ソッ ド等をなん と呼称 しようか。「身心技法」
も 「身」が 「心」で もあるゆえ適切ではない。
「身体技法」 も固有な専門用語 と重複するゆえ
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相応しくない。結論か ら言えば 適切 な一語の
タームは無い と言えよう。本稿では,「 技法」
と表 して きた。「ワーク」で も良いか もしれな




　 なお本稿 は,筑 波大学 「た くましい心 を育むス




を基盤に,実 践研究の発表部分を削除 し加筆 して
まとめた ものである。発表の機会 を与えて くださっ
たBAMISに 感謝 します。
註
註 1  Nanako HARADA (1996) Improving 
 Perception of  -Karada" (The Whole Self) 
 Through  Sotai, The 4th Annual Somatics
Conference, Ohio State Universitで あ る 。
註2　 「一器多用」については,野 口裕之(1993)
　　動法 と内観的身体.体 育の科学43(.7,杏 林書
　　院,に 詳 しい壽




註4　 江頭が どういう意味で 「技法」 と記 したか
　　については不明である。workの 訳語 とも考
　　えられる。
註5　 申川(1992)は,「 ボデ ィワー クの潮流」
　　 と題 して,古 代か ら現代 に至 るボデ ィワー
　　ク ・セラピー見取園を作成掲載 し解説 してい
　　る。様 々なボデ ィワー クを分類する視点 とし
　　て,① 主に治療や健康の増進を図るヒーリン
　　グやホ リスティック ・ヘルス関係のもの　 ②
　　心理的問題 を扱 うセラピーや.ボ ディ/マ イ
　　 ンド ・ワーク　 ③教育や芸術の分野において,
　　ムーヴメン トや表現 に重点 をお くもの.瞑 想
　　の類を挙げる。
　　　働 きかける対象による分類 という指針 も示
　　す。①背骨や骨盤　②筋肉　③ツボ　④生命
　　ネルギー(気 功や ヨガ)　 ⑤か らだの使い方
　　 (ア レクサ ンダー ・テクニーク)⑥ 身体構造
　　 (ロルフィング)　 ⑦ 身体機能を重視(フ ェル
　　デ ンクラ イス ・メソ ッ ド)⑧ ボデ ィ ・ア
　　ゥェアネス(セ ンサリー ・アウェアネス)
　　⑨身体感覚(フ ォーカシング)ら を例示する。
註6　 Stillermanの 百科事典巻末298～300頁 掲載
　　分か ら筆者が抜 き出して表に した ものである。
註7　 Knasterの 分類か ら筆者が抜 き出 して表に
　　 したものである。
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